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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和2年11月26日(2020.11.26)

【公開番号】特開2020-52530(P2020-52530A)
【公開日】令和2年4月2日(2020.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2020-013
【出願番号】特願2018-178970(P2018-178970)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   7/12     (2017.01)
   Ｇ０６Ｔ   7/00     (2017.01)
   Ｇ０６Ｔ   7/90     (2017.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ    7/12     　　　　
   Ｇ０６Ｔ    7/00     ３５０Ｃ
   Ｇ０６Ｔ    7/90     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和2年10月15日(2020.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カラー画像のオブジェクト領域を判定するオブジェクト領域判定部と、
　前記オブジェクト領域のマスク画像を生成するマスク画像生成部と、
　前記オブジェクト領域を抽出し、前記オブジェクト領域に基づいてオブジェクト画像を
生成するオブジェクト画像生成部と、
　前記オブジェクト領域に適用される色から減色する色を判定し、前記オブジェクト領域
よりも少ない数の色を前記オブジェクト画像の色に設定する色判定部と、
　前記マスク画像の画素が、前記オブジェクト領域の画素である確率を算出する確率算出
部と、
　を備え、
　前記オブジェクト画像生成部は、前記確率に基づいて、前記色判定部を用いて設定され
た色を前記オブジェクト画像の縁領域の色として設定する画像処理装置。
【請求項２】
　前記確率算出部は、前記マスク画像における境界領域の画素について、前記オブジェク
ト領域である確率を算出する請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記確率に基づいて、前記オブジェクト領域の縁領域の透明度を設定する透明度設定部
と、
　前記透明度を適用した画素を、前記オブジェクト画像に統合する画素統合部と、
　を備えた請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記色判定部は、前記オブジェクト領域に適用される色から、前記オブジェクト画像に
適用される色を設定する請求項１から３のいずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記色判定部は、予め決められた規定色から、前記オブジェクト画像に適用される色を
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設定する請求項１から４のいずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記色判定部は、前記規定色からユーザが指定した色を前記オブジェクト画像に適用さ
れる色として設定する請求項５に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記色判定部は、機械学習を用いて、前記オブジェクト領域に適用される色から減色す
る色を判定する請求項１から６のいずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記オブジェクト画像生成部は、前記オブジェクト領域において異なる色の画素が隣接
する場合に、隣接する異なる色の画素に、前記異なる色同士の中間色を設定する請求項１
から７のいずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記オブジェクト領域判定部は、ユーザが指定した領域に基づいて前記オブジェクト領
域を判定する請求項１から８のいずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記オブジェクト領域判定部は、機械学習を用いて前記オブジェクト領域を判定する請
求項１から８のいずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記オブジェクト領域は、顔領域を含む請求項１から１０のいずれか一項に記載の画像
処理装置。
【請求項１２】
　前記オブジェクト画像に基づいてスタンプを生成するスタンプ生成部を備えた請求項１
から１１のいずれか一項に記載の画像処理装置。
【請求項１３】
　ネットワークと接続されるサーバ装置を備える画像処理システムであって、
　前記サーバ装置は、
　カラー画像のオブジェクト領域を判定するオブジェクト領域判定部と、
　前記オブジェクト領域のマスク画像を生成するマスク画像生成部と、
　前記オブジェクト領域を抽出し、前記オブジェクト領域に基づいてオブジェクト画像を
生成するオブジェクト画像生成部と、
　前記オブジェクト領域に適用される色から減色する色を判定し、前記オブジェクト領域
よりも少ない数の色を前記オブジェクト画像の色に設定する色判定部と、
　前記マスク画像の画素が、前記オブジェクト領域の画素である確率を算出する確率算出
部と、
　を備え、
　前記オブジェクト画像生成部は、前記色判定部を用いて設定された色を前記オブジェク
ト画像の縁領域の色として前記確率に基づいて設定する画像処理システム。
【請求項１４】
　カラー画像のオブジェクト領域を判定するオブジェクト領域判定工程と、
　前記オブジェクト領域のマスク画像を生成するマスク画像生成工程と、
　前記オブジェクト領域を抽出し、前記オブジェクト領域に基づいてオブジェクト画像を
生成するオブジェクト画像生成工程と、
　前記オブジェクト領域に適用される色から減色する色を判定し、前記オブジェクト領域
よりも少ない数の色を前記オブジェクト画像の色に設定する色判定工程と、
　前記マスク画像の画素が、前記オブジェクト領域の画素である確率を算出する確率算出
工程と、
　を含み、
　前記オブジェクト画像生成工程は、前記確率に基づいて、前記色判定工程において設定
された色を前記オブジェクト画像の縁領域の色として設定する画像処理方法。
【請求項１５】
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　コンピュータに、
　カラー画像のオブジェクト領域を判定するオブジェクト領域判定機能、
　前記オブジェクト領域のマスク画像を生成するマスク画像生成機能、
　前記オブジェクト領域を抽出し、前記オブジェクト領域に基づいてオブジェクト画像を
生成するオブジェクト画像生成機能、
　前記オブジェクト領域に適用される色から減色する色を判定し、前記オブジェクト領域
よりも少ない数の色を前記オブジェクト画像の色に設定する色判定機能、及び
　前記マスク画像の画素が、前記オブジェクト領域の画素である確率を算出する確率算出
機能を実現させるプログラムであって、
　前記オブジェクト画像生成機能は、前記確率に基づいて、前記色判定機能を用いて設定
された色を前記オブジェクト画像の縁領域の色として設定するプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　第１３の態様に係る画像処理システムは、ネットワークと接続されるサーバ装置を備え
る画像処理システムであって、サーバ装置は、カラー画像のオブジェクト領域を判定する
オブジェクト領域判定部と、オブジェクト領域のマスク画像を生成するマスク画像生成部
と、オブジェクト領域を抽出し、オブジェクト領域に基づいてオブジェクト画像を生成す
るオブジェクト画像生成部と、オブジェクト領域に適用される色から減色する色を判定し
、オブジェクト領域よりも少ない数の色をオブジェクト画像の色に設定する色判定部と、
マスク画像の画素が、オブジェクト領域の画素である確率を算出する確率算出部と、を備
え、オブジェクト画像生成部は、色判定部を用いて設定された色をオブジェクト画像の縁
領域の色として確率に基づいて設定する画像処理システムである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　第１４の態様に係る画像処理方法は、カラー画像のオブジェクト領域を判定するオブジ
ェクト領域判定工程と、オブジェクト領域のマスク画像を生成するマスク画像生成工程と
、オブジェクト領域を抽出し、オブジェクト領域に基づいてオブジェクト画像を生成する
オブジェクト画像生成工程と、オブジェクト領域に適用される色から減色する色を判定し
、オブジェクト領域よりも少ない数の色をオブジェクト画像の色に設定する色判定工程と
、マスク画像の画素が、オブジェクト領域の画素である確率を算出する確率算出工程と、
を含み、オブジェクト画像生成工程は、確率に基づいて、色判定工程において設定された
色をオブジェクト画像の縁領域の色として設定する画像処理方法である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　第１５態様に係るプログラムは、コンピュータに、カラー画像のオブジェクト領域を判
定するオブジェクト領域判定機能、オブジェクト領域のマスク画像を生成するマスク画像
生成機能、オブジェクト領域を抽出し、オブジェクト領域に基づいてオブジェクト画像を
生成するオブジェクト画像生成機能、オブジェクト領域に適用される色から減色する色を
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判定し、オブジェクト領域よりも少ない数の色をオブジェクト画像の色に設定する色判定
機能、及びマスク画像の画素が、オブジェクト領域の画素である確率を算出する確率算出
機能を実現させるプログラムであって、オブジェクト画像生成機能は、確率に基づいて、
色判定機能を用いて設定された色をオブジェクト画像の縁領域の色として設定するプログ
ラムである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　マスク領域１１２は、カラー画像のオブジェクト領域以外の領域に対応する領域である
。非マスク領域１１４は、カラー画像のオブジェクト領域に対応する領域である。境界領
域１１６は、マスク領域１１２と非マスク領域１１４との境界を含む領域である。境界領
域１１６は一画素の幅を有していてもよいし、二画素以上の幅を有していてもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　色判定部２０は、オブジェクト領域に適用される色の中から、オブジェクト画像に適用
される色を設定してもよい。オブジェクト画像は、カラー画像からオブジェクト領域を抽
出して生成される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　制御部４０は、同じ種類の二つ以上のプロセッサを適用可能である。例えば、制御部４
０は二つ以上のＦＰＧＡを用いてもよいし、二つのＰＬＤを用いてもよい。制御部４０は
、異なる種類の二つ以上のプロセッサを適用してもよい。例えば、制御部４０は一つ以上
のＦＰＧＡと一つ以上のＡＳＩＣとを適用してもよい。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　〔画像処理方法のフローチャート〕
　図８は画像処理方法の手順を示すフローチャートである。図８に手順を示す画像処理方
法は、入力画像取得工程Ｓ１０、オブジェクト領域判定工程Ｓ１２、マスク画像生成工程
Ｓ１４、色判定工程Ｓ１６、確率算出工程Ｓ１８、オブジェクト画像生成工程Ｓ２０、及
びスタンプ生成工程Ｓ２２が含まれる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１３５】
　確率算出機能は、確率算出部１８に対応する。色判定工程は、色判定部２０に対応する
。オブジェクト画像生成機能は、オブジェクト画像生成部２４に対応する。記憶工程は記
憶部２６に対応する。透明度設定機能は、透明度設定部２８に対応する。画素統合機能は
、画素統合部３０に対応する。スタンプ生成機能は、スタンプ生成部３２に対応する。
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